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平成２７年度和歌山県学習到達度調査結果分析と指導のポイント（中学校数学）

１年生の人数と部屋の数の関係が
整理できていないと考えられます。

課題
必要な情報を取り出して、数学的に処理することに課題が見られる。

第１学年

課題がみられた問題

正答 3x+24=4(x-1)+1
正答率 １５.１％
無解答率 １５.２％

3x+24=4x-1
という誤答が大変
多く見られました。

１部屋を３人ずつにするとき

１部屋を４人ずつにするとき

３人×（部屋の数） ２４人

４人×（部屋の数－１） １人

教科書の例題は、このような構成になっています。教科書では

問題
何人かの生徒で、あめを同じ数ずつ
分けます。
５個ずつ分けると、１２個余り、
７個ずつ分けると４個たりません。
生徒の人数は何人でしょうか。

考え方
２通りのあめの分け方から、
あめの個数と生徒の人数の関係は
右のようになります。

解答
生徒の人数をｘ人とすると、
５ｘ＋１２＝７ｘ－４

これを解くと、
－２ｘ＝－１６

生徒の人数 ８人

５個×（人数） 余り

あめの個数＝５×（人数）＋１２

あめの個数＝７×（人数）－４

５個ずつ分けるとき

７個ずつ分けるとき

「言葉の式、図、表」
から「解答」を
書けない生徒が
います。

「考え方」から
「言葉の式、図、表」
に表せない生徒が
います。

「問題」から「考え方」に
つながらない生徒がいます。

ｘ＝８

７個×（人数）

不足
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７個×（人数）

不足

問題から必要な情報を取り出して整理する。例題を扱うとき

問題
何人かの生徒で、あめを同じ数ずつ分けます。
５個ずつ分けると、１２個余り、
７個ずつ分けると４個たりません。
生徒の人数は何人でしょうか。

考え方
２通りのあめの分け方から、あめの個数と
生徒の人数の関係は、次のようになります。

解答
生徒の人数をｘ人とすると、
５ｘ＋１２＝７ｘ－４

これを解くと、
－２ｘ＝－１６

生徒の人数 ８人

５個×（人数） 余り

あめの個数＝５×（人数）＋１２

あめの個数＝７×（人数）－４

５個ずつ分けるとき

７個ずつ分けるとき

「分かっているもの」を組み合わせて、問題場面
や数量関係を視覚化しましょう。
発問「図の中に等しい数量は出てきますか。」

「７個ずつ分けるとき、図が点線になって
いるのはなぜですか。」

指示「生徒の人数をｘとします。あめを５個ずつ
分けるときの図に、ｘと余り１２を書き込み
ましょう。」
「あめを７個ずつ分けるときの図に、同じよ
うに書き込みましょう。」
「それぞれの図から、あめの個数をｘを使っ
て表してみましょう。」

「求めるもの」「分かっているもの」を確認しましょう。
発問「これは、何を求める問題ですか。」

「分かっているものは何ですか。」

「求めるもの」を確認して、「言葉の式、図、表」から
数学的に処理しましょう。
発問「この２通りに表された数量とその関係から、

どのような式を作ることができますか。」
「生徒の人数は何人ですか。」
「あめの個数は何個ですか。これは、問題に
あっていますか。」

ｘ

ｘ

12

4

ｘ＝８

練習問題を扱うとき

問題

考え方

言葉の式、
図、表

解答

「問題」の意味がわかる。

着眼点や既習事項との
結びつきがわかる。

「言葉の式、図、表」を、
どのように活用すれば
いいかわかる。

どういう手順で解けばいい
かわかる。

①生徒の「考え方」や「言葉の式、図、表」を、他の生徒と比べる場面を設定する。
②生徒が自身の「解答」を、他の生徒に説明する場面を設定する。
③教師が「解答」の方法をつかませて、「言葉の式、図、表」から数学的に処理しやすくする。

共有する
ために

例題

「解答」の
方法をつ
かませる。

練習問題
考え方や
解き方を
話し合う。

【確認】
・着眼点
・使う公式や性質
・立式

【定着】
・ねらいの達成
・数学のよさを実感
・よりよい解答への
広がり

授業のポイント
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「解答」の方法に沿って答えを導き出す

解答
生徒の人数をｘ人とすると、
５ｘ＋１２＝７ｘ－４

これを解くと、
－２ｘ＝－１６

生徒の人数 ８人

例③

手順表に

沿って解く

例② 「＝」の位置をそろえる

空間認知の苦手さがある場合、マーカーで
印をつけ、「＝」の位置をそろえる。

５ｘ＋１２＝７ｘ－４
－２ｘ＝－１６

例① ｘの項に○をつける

移項する際、ミスを少なくするために視覚的
に確認できるようにする。

５ｘ＋１２＝７ｘ－４

・○のついた項は左辺へ
・○のついていない項は右辺へ

正と負の関係や方程式の解き方など、
過去に学んだことを振り返ることが重
要になります。
また、計算の手順等を視覚的に示す
と、より効果的です。ｘ＝８

ｘ＝８

５ｘ＋１２＝７ｘ－４ ①文字ｘの項は左辺、それ以外の項は右辺へ
②＝をこえると符号は逆
③左辺、右辺を計算
④両辺をｘの係数で割る
⑤ｘ＝の後に答えを書く

ｘ＝８

５ｘ－７ｘ＝－４－１２
－２ｘ＝－１６

－２ｘ÷（－２）＝－１６÷（－２）

５ｘ＋１２＝７ｘ－４

７個×（人数）

不足

問題から必要な情報を取り出すために

問題
何人かの生徒で、あめを同じ数ずつ分けます。

５個ずつ分けると、１２個余り、７個ずつ分けると

４個たりません。

生徒の人数は何人でしょうか。

数学科においては、生徒のつまずきに対して、系統性を遡って指導を工夫してい
く必要があります。これは、支援を必要とする生徒だけでなく、全ての生徒に必要
な視点です。

５個×（人数） 余り

５個ずつ分けるとき ７個ずつ分けるとき

あめの個数＝７×（人数）－４あめの個数＝５×（人数）＋１２

教科書を活用して指導する場合、「問題」の内
容と「言葉の式、図、表」が表す意味が、結びつ
きにくい生徒もいます。
「問題」に出てくる言葉と、「言葉の式、図、表」
で出てくる言葉を結びつけるとともに、言葉の
意味の説明や、ポイントとなるキーワードに印
をつけるなどの工夫が必要です。
また、生徒の理解度によっては、線分図以前の
テープ図や半具体物で表すことも必要です。

つまずきに対応するために


